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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 25 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY 市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された 6 月消費者信頼感指数、5 月新築住宅販売件数市場予想を下回る結果と

なったことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなり、ドル/円は一時 106.84 まで下落した。

その後、セントルイス連銀総裁が、0.50％の利下げをする状況にはないと発言し、マーケットで広がっ

ていた 0.50％の利下げ観測が後退したことから、ドルは主要通貨に対して反発した。しかし、米国は中

国からのいかなる関税条件も受け入れないとの報道を受けて、再びドルは上値の重い動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

4 月 S&P/ケース・シラー[総合 20] 215.68（予想 215.60・前回 214.09⇒213.95） 

4 月 S&P/ケース・シラー[総合 20]（前月比） 0.00％（予想 0.10％・前回 0.09％⇒0.32％） 

4 月 S&P/ケース・シラー[総合 20]（前年比） 2.54％（予想 2.50％・前回 2.68％⇒2.61％） 

4 月の米 20 都市住宅価格は、13 ヵ月連続で伸びが鈍化し、2012 年 8 月以来の低水準となった。特に西海

岸を中心に住宅市場の一段の減速が示唆されたことが影響した。統計データを見ると、前年比ベースで

は 20 都市のうち 19 都市で上昇となり、ラスベガスが+7.1％、フェニックスが+6％、サンフランシスコ、

ロサンゼルス、サンディエゴは+2％を下回り、シアトルは横ばいとなった。 

データを基に SBILM が作成 
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5 月新築住宅販売件数 62.6 万件（予想 68.5 万件・前回 67.3 万件⇒67.9 万件） 

5 月新築住宅販売件数（前月比） -7.8％（予想 1.8％・前回 -6.9％⇒-3.7％） 

5 月の米新築住宅販売件数は、市場予想を下回り、昨年 12 月以来の低水準となった。統計データを見る

と、市場の住宅在庫は+0.3％、在庫率は 6.4 ヵ月と前月から増加し、適正水準とされる 6.0 ヵ月を上回

った。地域別では、中西部が+6.3％の 8.4 万件、南部が+4.9％の 38.9 万件と増加したが、北東部は-17.6％

の 2.8 万件、西部は-35.9％の 12.5 万件となり、2010 年 5 月以来の減少率となった。販売物件の中間価

格は、前月比-8.1％の 30.8 万ドル、平均価格は-2.4％の 37.7 万ドルだった。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

 

 

6 月消費者信頼感指数 121.5（予想 131.0・前回 134.1⇒131.3） 

6 月の米消費者信頼感指数は、市場予想を下回る結果となり、2017 年 9 月以来の低水準となった。米国

の対中通商問題を背景に消費者の楽観的な見方が後退したことが要因とされている。現況指数は 162.6

（前月 170.7）と 1 年ぶりの低水準、期待指数も 94.1（105.0）と大きく低下した。 
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データを基に SBILM が作成 

 

6 月リッチモンド連銀製造業指数 3（予想 4・前回 5） 

6 月リッチモンド連銀製造業指数は、市場予想を下回り、2 ヵ月ぶりの低水準となった。一部の大幅低下

との懸念を払拭する結果となった。 

 

 

データを基に SBILM が作成 
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ダウ平均株価は反落、ナスダック、S&P500 は続落 

米株式市場は、序盤に発表された 6 月の米消費者信頼感指数や、5 月の新築住宅販売が市場予想を下回っ

たことが影響し、主要株価は軟調な動きとなった。さらに、セントルイス連銀総裁が 0.50％の利下げは

やり過ぎと述べたことで、利下げ期待がやや後退したことも影響した。ダウ平均株価は、オープン直後

こそプラス圏で推移したものの、その後は軟調な動きが続き、一時前日比 199 ドル安まで下落した。結

局、179 ドル安で終了し、反落となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは、前日比 120 ポイント安

で終了し、S&P500 とともに続落となった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは一時主要通貨に対して上昇も、その後はやや上値の重い動き 

NY 市場では、序盤に発表された 6 月消費者信頼感指数が 2017 年 9 月以来の低水準、5 月新築住宅販売件

数が昨年 12 月以来の低水準となったことが影響し、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなり、ドル/

円は一時 106.84 まで下落した。その後、ブラード・セントルイス連銀総裁が、米国の利下げの実施には

良い時期だが、0.50％の利下げをする状況にはないと発言し、マーケットで広がっていた 0.50％の利下

げ観測が後退したことから、ドルは主要通貨に対して反発した。さらに、パウエル FRB 議長が、当局は

今後の情報が示唆するものを注視し、適切に行動すると発言したことから、FRB は予想ほどハト派的でな

いとの見方が広がったことも影響した。しかし、米国は中国からのいかなる関税条件も受け入れないと

の報道や、米当局者が G20 で貿易問題が合意する可能性は低いとの見解を示したとの報道も加わり、ド

ルは上値の重い動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

昨日 25日のルーブルは 62.8425 ルーブルとルーブル高の一方、対円では 1.7015 円と反落。FRBの早期利下

げ観測を背景に対ドルで昨年 8月以来の 62.4975 ルーブルまで上昇したものの、セントルイス連銀総裁の 7
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月 0.50%利下げに否定的見方を示したことから、行き過ぎた利下げ観測が後退したことでドル買いが優勢と

なったことが影響し、対ドルで伸び悩む展開となった。 

ドル建てのロシア RTS株価指数は 6.19Pts安の 1380.87Ptsと反落したほか、MOEX指数も 2753.96Pts(8.69Pts

安）反落した。米国の対イラン追加経済制裁に対する地政学リスクへの懸念が意識される中、上昇一服後の

調整的な売りも重石となった。 

 

◇ブラジルレアル 

昨晩 25日のレアルは 1ドル=3.8510 レアル、対円で 27.819 円と対ドル、対円で続落した。米 FRBの早期利

下げ観測を背景にしたドル安基調継続に加え、年金改革に対する進展期待がレアルを支援した一方、セント

ルイス連銀総裁やパウエル FRB 議長の発言を受けて過度な利下げ期待が後退したことで対ドルでの下落につ

ながった。 

ボベスパ指数は 1,969.38Pts 安の 100,092.95Pts と 5日ぶりに反落して取引を終了した。 

為替市場同様に FRBの過度な早期利下げ観測が後退したことで新興国市場への資金流入への期待も後退した

ことから、利益確定売りに押される格好となった。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


